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特 殊 工 法

分割ボックス・可とうボックス・アーチカルバート・ボックスカルバート・べベルカルバート(NETIS) ・

門型カルバート・耐震性貯水槽（40・60・80・100ｍ３）・防火水槽（40ｍ３）・etc.

親緑・親緑ステア・ポラポット(NETIS) ・T型フィット・ プロテクトⅠ/Ⅲ型・のぼろうくん・etc.

FV側溝・スラッと側溝・エルドレイン(NETIS) ・トンネル監査廊用側溝(NETIS) ・DR2側溝・SK側溝・

ピュアドレイン・ピュアドレイン ミニ(NETIS)・アプロンⅡ(NETIS) ・シンプルスラブ・パワースラブ・

オーバーハングブロック・組立マンホール・etc.

SSS-Ⅱ/Ⅲ型フリューム・多機能U型水路・水路用L型・組立水路・フリューム・角/ベンチフリューム・
ため池底樋(ARIC)・エバルート(NETIS)・etc.

こんな製品あったらいいな
をお届けします

トップベース工法(NETIS) ・リフトローラー工法(NETIS) ・マルチスライド工法・OSJ工法(ARIC)・
TSKJ工法・サイミックス・更生工法(ARIC)・エレベータ昇降路・etc.

E・スタックウォール(NETIS) ・スタックウォールV・キャッスルウォール(NETIS) (ARIC)・ポラメッシュ(NETIS)(ARIC)・
GLウォール(NETIS) ・UMウォールG(NETIS)・多数アンカー式補強土壁工法(NETIS) ・

ストックヤードブロック(NETIS) ・ＨＤウォール・ジオセル工法(NETIS) ・etc.

＜プレキャスト底樋管とは・・・＞

従来工法のヒューム管の巻立工法をプレキャスト化した

だけでなく、高盛土に対応すべく、天端形状をアーチ形にし

ています。

製品継手－ジョイント（J）においては、耐震性（T）、止水性

（S）、可とう性（K）に優れ、レベル2地震動にも対応するＴＳ

ＫＪ工法を採用しています。

このTSKジョイントは公開実験にて、軸方向20mm、せん

断方向20mmに変位させた後、0.10MPaの水圧にて漏水試

験を行い、異状が無いことを確認しています。

TSKJ工法

今回三ツ池（上）地区ため池改修工事においてプレ
キャスト底樋管φ1000を使用して頂きました。
従来工法との比較を行った際に、トータルコスト面（工

期短縮・水替費の縮減）において、プレキャスト底樋管が
安価となり採用して頂いております。
1日で20本の底樋管の据付が完了しました。

プレキャスト底樋管は、発注者様から現場
打ち底樋管をプレキャスト化できないか？と
の問い合わせから開発された製品です。

その他にも、こんなものできないか？等の
お問合せをお待ちしております。

（Writing By Hyogo B.O.Baba）

据付状況
製品設置→接合の繰返し
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ホームページのご紹介http：//www.daiwa-cres.co.jp/

地域毎に事例をご紹介！ CAD図、パンフレットが多数！

特集ページから

目当ての製品を！

サイト内製品検索が簡単に！

NETIS登録製品などの検索！

時代にマッチしたおススメ商品も紹介！

(Writing By okayama B.O Tokunaga)

福利厚生活動など紹介！

なにかお探しの方々・・・ご覧になって下さい。

張出歩道アプロンⅡ・スラッと側溝のご紹介

現在和歌山県では、紀の川沿い60ｋｍにわたってサイ
クリングロードを整備しています。その一部約600ｍの区
間に、アプロンⅡとスラッと側溝が計画されていました。
その一部の約140ｍが発注され、工事完了となりまし

た。 現道を昼間片側通行にし、夜は開放するというアプ
ロンⅡだからできる条件のもと、 仕上りは綺麗で自転車
及び歩行者が安全に通行できる道路となりました。

余談ですが、紀の川沿いには、高野山・根来寺・粉河
寺などの観光名所や、カヌー・パラグライダーもできると
ころがあります。 是非一度和歌山へお立寄りください。

（Writing By Wakayama B.O.Matuoka）

管理桝化粧蓋

施工前

施工後

張出歩道を設置し
無かった歩道を新設 自転車の走行を考慮

し、露出幅をおさえ

ております


